
帝
都
復
興
計
画
の
策
定

関
東
大
震
災
で
は
、
東
京
や
横
浜
を
中

心
と
す
る
首
都
圏
が
壊
滅
的
な
被
害
を
受

け
た
。
そ
の
被
災
範
囲
が
焼
失
面
積
の
約

4
5
0
0
ha
に
も
示
さ
れ
る
よ
う
に
広
大

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
震
災
復
興
と
し
て

は
世
界
最
大
規
模
の
事
業
が
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
こ
の
復
興
を
担
う
審
議
機

関
と
し
て
、
国
に
総
理
を
総
裁
と
す
る
帝

都
復
興
審
議
会
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
執
行

機
関
と
し
て
内
務
省
が
直
轄
す
る
帝
都
復

興
院
が
設
置
さ
れ
た
。
帝
都
復
興
院
の
総

裁
に
は
内
務
大
臣
で
あ
っ
た
後
藤
新
平
が

就
任
し
て
い
る
。

復
興
は
、
都
市
基
盤
や
公
共
施
設
の
整

備
を
図
る
都
市
復
興
、
住
ま
い
や
暮
ら
し
の

確
保
を
図
る
住
宅
復
興
、
経
済
や
産
業
の

回
復
を
図
る
経
済
復
興
な
ど
に
大
別
さ
れ

る
が
、
被
害
の
甚
大
で
あ
っ
た
東
京
市
と
横

浜
市
の
都
市
復
興
に
つ
い
て
は
、
国
が
「
帝

都
復
興
計
画
」
を
定
め
て
復
興
の
重
責
を

担
っ
た
。
そ
の
他
の
復
興
に
つ
い
て
は
、
府
県

が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
て
い
る
。
な
お
、
帝

都
復
興
計
画
の
原
案
づ
く
り
を
担
っ
た
の
は
、

後
藤
を
中
心
と
す
る
復
興
院
で
あ
っ
た
。

復
興
院
で
は
、
ス
ラ
ム
問
題
や
衛
生
問

題
な
ど
を
抱
え
た
東
京
の
ぜ
い
弱
な
都
市

基
盤
を
改
造
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
後
に

「
後
藤
の
大
風
呂
敷
」
と
い
わ
れ
る
理
想
主

義
的
な
原
案
を
ま
と
め
た
が
、
第
一
次
世

界
戦
後
の
不
景
気
と
い
う
財
政
状
況
の
中

で
は
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
復
興
審
議
会
の

中
で
そ
の
内
容
が
大
幅
に
修
正
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
復
興
事
業
の

範
囲
か
ら
非
被
災
地
を
外
す
、
京
浜
運
河

や
東
京
築
港
な
ど
の
計
画
は
除
く
、
幹
線

道
路
の
幅
員
を
大
幅
に
削
減
す
る
な
ど
の
、

変
更
が
加
え
ら
れ
た
。

復
興
都
市
計
画
の
成
果

そ
う
し
た
計
画
の
大
幅
な
縮
小
に
も
拘

わ
ら
ず
、
帝
都
復
興
計
画
に
基
づ
く
事
業

26

10
万
人
余
り
の
命
と
、
30
万
の
家
を
奪
っ
た
関
東
大
震
災
。

本
誌
で
は
火
災
と
災
害
対
応
に
つ
い
て
述
べ
て
き
ま
し
た
が
、

今
回
か
ら
2
回
に
分
け
て
、
復
興
事
業
を
取
り
上
げ
ま
す
。

当
時
、
世
界
最
大
規
模
の
復
興
事
業
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
た
の
か
。

今
回
は
都
市
復
興
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

土
地
区
画
、
幹
線
道
路
、
公
園
が
整
備
さ
れ
、

学
校
や
橋
が
モ
ダ
ン
な
デ
ザ
イ
ン
で
作
ら
れ
た
。

文：室崎益輝（関西学院大学総合政策学部教授）
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は
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

第
1
に
指
摘
で
き
る
の
は
、
約
3
3
0
0

ha
の
土
地
区
画
整
理
事
業
が
実
施
さ
れ
、

街
路
や
公
園
が
整
備
さ
れ
た
近
代
的
な
街

並
み
が
、
造
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

第
2
は
、
幹
線
道
路
が
1
7
4
路
線

2
6
0
㎞
に
わ
た
っ
て
整
備
さ
れ
、
今
日
の

東
京
の
骨
格
を
な
す
道
路
網
が
形
成
さ
れ

た
こ
と
で
あ
る
。
昭
和
通
り
な
ど
の
幹
線

道
路
の
多
く
は
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
を
伴
っ

た
も
の
で
、
都
市
景
観
面
か
ら
も
都
市
防

災
面
か
ら
も
評
価
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た

が
、
後
世
に
お
い
て
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
は

車
道
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

第
3
は
、
大
小
の
公
園
が
多
数
整
備
さ

れ
た
こ
と
で
あ
る
。東
京
で
は
、隅
田
公
園
、

浜
町
公
園
、
錦
糸
公
園
、
横
浜
で
は
山
下

公
園
、
野
毛
山
公
園
な
ど
の
大
公
園
が
整

備
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
公
園
の
整

備
で
見
逃
し
て
な
ら
な
い
こ
と
は
、

小
学
校
に
隣
接
す
る
形
で
復
興
小

公
園
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

近
隣
住
民
の
利
用
、
教
材
と
し
て

の
活
用
、
防
火
避
難
の
活
用
を
企

図
し
て
の
こ
と
で
あ
る
が
、
日
常

と
非
常
を
重
ね
合
わ
せ
た
着
眼
は
、

高
く
評
価
で
き
る
。

第
4
は
、
近
代
的
な
公
共
施
設
や
イ
ン

フ
ラ
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
小
学
校
や
鉄
製
の
橋
梁

が
モ
ダ
ン
な
デ
ザ
イ
ン
で
建
設
さ
れ
た
こ

と
は
そ
の
代
表
例
で
あ
る
。
今
な
お
隅
田

川
に
か
か
る
永
代
橋
や
言
問
橋
な
ど
に
、

復
興
の
息
吹
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
は
、
市
民
の
生
活
に
密
着
し
た
中
央

卸
売
市
場
、
ゴ
ミ
処
理
場
、
浄
水
場
な
ど

の
公
的
な
施
設
の
整
備
も
図
ら
れ
て
い
る
。

復
興
都
市
計
画
の
問
題
点

こ
う
し
た
復
興
の
成
果
の
反
面
、
復
興

の
問
題
点
も
少
な
か
ら
ず
み
ら
れ
る
。
そ

の
1
つ
は
、
無
秩
序
な
ス
プ
ロ
ー
ル
に
よ

る
郊
外
で
の
脆
弱
な
市
街
地
の
形
成
で
あ

る
。
復
興
計
画
の
範
囲
か
ら
非
被
災
地
が

除
か
れ
た
こ
と
、
震
災
を
契
機
に
多
数
の

人
々
が
郊
外
に
移
住
し
た
こ
と
、そ
の
人
々

を
受
け
入
れ
る
た
め
の
基
盤
整
備
が
後
手

に
回
っ
た
こ
と
な
ど
が
、
公
共
空
間
の
少

な
い
危
険
な
密
集
市
街
地
や
不
良
住
宅
地

を
被
災
地
周
辺
部
に
生
み
だ
す
こ
と
に
つ

な
が
っ
た
。

も
う
1
つ
の
問
題
点
は
、
被
災
地
内
に

お
け
る
バ
ラ
ッ
ク
建
築
の
未
撤
去
に
よ
る

ス
ラ
ム
地
区
の
再
形
成
で
あ
る
。
バ
ラ
ッ

ク
住
宅
の
解
消
を
図
る
た
め
の
代
替
住
宅

の
供
給
が
十
分
で
な
か
っ
た
こ
と
、バ
ラ
ッ

ク
の
規
制
が
不
十
分
で
住
宅
の
不
法
状
態

の
既
得
権
化
を
許
し
た
こ
と
が
、
危
険
な

ス
ラ
ム
の
温
存
と
再
生
に
つ
な
が
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
。

帝都復興計画事業図（出典：東京市「帝
都復興事業図表」昭和5年3月）

隅田川の橋梁（出典：東京市「帝都復興事業図表」昭和5年3月）山下公園（昭和5年。出典：横浜市「港町横浜の都市形成史」昭和56年）

築地市場（出典 :東京市
「築地本場・建築図集」
昭和9年）

小学校建築（東京市立千
代田小学校。出典：復興
調査協会編「帝都復興史
附横浜復興記念史」興文
書院、昭和5年）




